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■ 大学へのご支援
　大学開学 60 周年を迎える 2025 年、フェリス女学院大学は新たに「グローバル教養学部」
を開設し、１期生を迎えることができました。キャンパスには、文学部、音楽学部、国際
交流学部、そしてグローバル教養学部で学ぶ学生たちの活気に満ち溢れています。
　フェリスという空間は、女性が自尊心を養うことができる、女性のための空間でありた
いと願っています。これからも学生の多彩なチャレンジを支援する機会を提供し、女性た
ちに自信と力を与えることができる exclusive（特別）というより inclusive な（開かれた）
拠点の構築に引き続き尽力してまいります。
　保証人、卒業生をはじめとする多くの皆さまのご支援により、学生の成長に資するさま
ざまな教育プログラムを展開し、必要な設備環境の充実を図ってまいりました。
　本学がより時代に即した女子教育の場を提供しつづけていけるよう、維持協力会へのご協
力を通じて本学の発展にお力添えいただきたくお願い申し上げます。
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■ 中学校・高等学校へのご支援
　中高では、自主性を重んじるフェリスの伝統を大切にしながら、生徒一人ひとりの可
能性を最大限に引き出すために、どのような工夫ができるか考え、さまざまな取り組み
を行っているところです。
　2025 年度には新しいカリキュラムがスタートし、生徒自身が主体的に探究する学び
を推進していきます。ICT の活用もアクティブ・ラーニング・スペースの整備も、探究
的な学びを促進するものと考えています。また、校内教育支援センター「ルポ (Repos)」
の設置や自習室の拡充など、生徒の学びをサポートする体制を整えています。視野を広
げ、多様な価値観を知る機会として海外研修も始まります。生徒一人ひとりが生き生き
と学び、賜物を磨いて「他人のために」生かすことができるように、私たちも学び続け
ながら力を尽くしていきます。
　皆さまからの温かいご支援が、教育改革を前進させる力となります。趣旨にご賛同い
ただき、維持協力会にご協力いただければ幸甚です。フェリス女学院
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※「大学」または「中高」と指定された寄付金は、ご指定の教育支援 / 施設設備整備にのみ活用させていただきます。
　教育支援 / 施設設備整備もいずれか、もしくは両方の選択も可能です。
※「学院」を指定された場合は、大学と中高に 1：1 の割合で配分させていただきます。

●ご寄付の用途事例

教育支援

深く広い学びの充実のため
■ ICT 教育の充実

授業での PC/iPad の活用サポート
■探究的学びの促進

大学・外部機関と連携して行う教育活動

施設設備整備

学びの環境の充実のため
■探究的学びの環境整備

２つのアクティブ・ラーニング・スペースの新設
■施設設備整備のため

将来の校舎建て替えや改修に備えた計画的な積み立て

●ご寄付の用途事例

教育支援

学生の成長を支援する機会の拡充、教育の質向上
■大学独自の奨学金制度

経済支援給付奨学金 / 大学短期奨学金 / 大学奨学金 /
派遣留学生奨学金 / 私費留学生奨学金

■個別学修支援
学修サポートセンターにおけるライティング支援 /
言語センターにおける語学学習カウンセリング

施設設備整備

豊かな学びを実現するための教育施設の整備
■緑園キャンパス

体育館改修、キダーホール・8 号館 AV 機器入替
■山手キャンパス

アートサロン改修


